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設置の背景・概要　等

近年、深層学習技術を用いた人工知能 (AI) 技術が医療画像診断の分野で導入されつつある。AI の画像解析能は深層畳み込みニューラルネット（Deep
Convolutional Neural Net; DNN）によって飛躍的に発展し、工業分野などでは実用化が始まっている。人的要素が重要な医療AI研究は端緒についたばか
りだが、実臨床導入への動きは加速されている。臨床検査分野では、血液形態検査分野においてAI自動解析技術の早急な確立が望まれる。本講座は，現在の
臨床血液検査の到達点をもとに，新たにAI技術とビッグデータの活用による統合的診断法を探索することを目指す。これにより，従来の血液検査の診断性能と対
象領域を凌駕する次世代の血液検査診断システムを構築する。
そのために①シスメックス社の最新測定装置と技術力を用いて次世代の血液検査装置を開発すること，②順天堂大学附属病院における豊富な症例・検体を統
合的に解析すること，③情報通信技術（ICT）の専門家との共同研究により，新たなICT病態診断サポートシステムを構築すること， を柱とする次世代の血液
検査診断学を確立する。（図１）。
具体的には、(1) AI血液像自動解析技術の確立、(2) AIスクリーニング診断システム（AIを搭載した血算解析装置+血液像自動解析システムの組み合わ
せ）の開発、(3) AI血液検査システムと各種臨床検査情報を統合したICT病態診断支援技術の創出、を段階的に進める。さらに，本講座の研究成果を発展
させて海外の基幹医療施設とグローバル共同研究を行うこと順天堂大学発の国際標準となる臨床血液検査技術を発信することを目指す。
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出居真由美、阿部 雅明、濱田千江子、一色美和、三宅一徳、田部陽子、樋野 興夫、三井田孝. 腹膜透析排液中のERC/mesothelinの腹膜劣化指標としての有用性の検討.
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山田好恵，森本ゆふ，中村文子，三澤成毅，堀井隆，上原由紀，大坂顯通：MRSA臨床分離株に対するNybomycinの有効性の検証．第92回日本感染症学会総会・学
術講演会，2018年5月31日～6月2日，岡山．
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西浦梨絵，降田喜昭，中村裕樹，一花エア佳世子，鴇田果秀，大澤俊也，大坂顯通：当院における輸血副反応の発生状況．第66回日本輸血・細胞治療学会，2018年5
月24日～26日，宇都宮．
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会,  (11/15-18), 臨床病理 Vol. 66 Suppl.1： 172, 2018

鞠子文香，小倉直也，中村文子，三澤成毅，堀井隆，大坂顯通：嫌気性グラム陰性桿菌の効率的な検出を目的としたPV添加培地の有用性．第29回日本臨床微生物学会
総会・学術集会，2018年2月9日～11日，岐阜．
小倉直也，鞠子文香，中村文子，三澤成毅，堀井隆，大坂顯通：新規に開発された嫌気性菌用分離培地3種の性能評価．第29回日本臨床微生物学会総会・学術集会，
2018年2月9日～11日，岐阜．
土屋小百合，廣田順子，小岩井宏子，櫻井銘子，大澤和彦，堀井隆，菅野秀宜，杉原国美，大坂顯通：てんかんセンターにおける脳波検査室の役割．
全国てんかんセンター協議会，2018年2月10日，11日，新潟．
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関原和正、斎藤香里、梁夏恩、三井田孝、笹井啓資、田部陽子. 皮膚微小環境における低線量放射線の直接効果およびバイスタンダー効果. 日本放射線腫瘍学会第31回学術
大会. 京都(10/11-13) 2018

山本剛正，久末元樹，藤村純也，田部陽子，堀井隆，佐藤尚武，大坂顯通. 当初、急性白血病が疑われた神経芽細胞腫（Neuroblastoma）の1例．第28回日本サイト
メトリー学会学術集会、東京 (5/26-27) 2018
齋藤　香里、梁　夏恩、村上　優子、鈴木　浩也、三井田　孝、田部　陽子．急性骨髄性白血病における酸化的リン酸化阻害剤の抗腫瘍効果．第41回日本分子生物学会年
会．横浜．（11/28-30）2018

Yang H., Saito K., Imoto J., Ikeo K., Mogushi K., Hosoya M., Miida T., Ma H., Ruvolo V., Marszalek J., Konopleva M., Tabe Y. Molecular mechanisms
of anti-leukemia efficacy of mitochondrial oxidative phosphorylation inhibition in AML cells. 24th Annual Meeting of Japan Society of Gene and Cell
Therapy, Tokyo (7/26-28) 2018

宮島貴俊，丸橋遼太，新堀雄介，山本剛正，竹村浩之，堀井隆，田部陽子，大坂顯通.インフルエンザウイルス抗原迅速診断キット「ラピッドテスタＦＬＵ・ＮＥＸＴ」の検出感
度および操作性に関する検討. 日本臨床検査自動化学会第50回大会, 神戸 (10/11-13) 2018
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田部陽子: ミトコンドリアの機能抑制、強い抗がん作用確認.　日刊工業新聞 (6/28), 2018

田部陽子: からだの質問箱、血液検査　高い「好酸球」値.　読売新聞 (9/21), 2018

発明者名、発明の名称、出願番号

大坂 顯通, 田部陽子、木村考伸、画像解析方法、装置、プログラム及び判別器の生成方法 特願2018-001JP

大坂 顯通, 田部陽子、土屋浩二、木村考伸、骨髄液分析方法、試料分析装置及びコンピュータプログラム 特願2018-047JP
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田部陽子: 骨髄異形成症候群（MDS）の病態と診断. 日本検査血液学会学術集会　イブニングセミナー、大宮 (7/21,22) 日本検査血液学会雑誌. Vol.18:S210, 2018
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